
波長可変パルスレーザーシステム　説明会	
 

システム概要	
 
	
 
10Hzのフラッシュランプ励起YAGレーザーの3倍高調波(波長
355nm)パルス光を非線形結晶により波長変換することで，
222.5~1750nmの任意の波長のパルスレーザー光を出力できる
システム．	
 
	
 
発振線幅：OPO基本波(可視域)では0.075cm-1以下	
 
　　　　　(例：波長500nmにおいて0.001875nm)	
 
	
 
パルス出力：数mJ/pulse~50mJ/pulse(波長に依存する)	
 
	
 
パルス繰り返し：10Hz(固定)	
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YAGレーザー概要(1)	
 

KD*P	
 KDP	
 
355nm	
 



20℃冷却水	
 



YAGレーザーコントローラ	
 



パワーメータ	
 



YAGレーザー概要(2)	
 



インジェクションシーダーの効果(355nm光)	
 

シーダー有り	
 
シーダー無し	
 



OPO概要(1)	
 





OPO概要(2)	
 

355nm光	
 





OPO制御パソコン画面	
 



OPO内部	
 



OPO概要(3)	
 



OPO出力カーブ	
 

    

 

1
355nm=

1
500nm+

1
1224nm

２波長の光が同時に出てくる．短波長の光をsignal光，
長波長の光をidler光という	
 

エネルギー保存	
 



OPO仕様	
 



FX-1概要(1)	
 



FX-1構成	
 



FX-1写真	
 



エタロン板で発生する干渉フリンジを参照する波長計	
 

(OPOモニタの表示波長は理論値なので絶対値は波長計で測る)	
 

計測基準：He-Neレーザー(632.991399	
 nm	
 in	
 vac)	
 
表示最小値：0.01nm	
 or	
 0.0001nm	
 



LIDAR:Laser	
 intensity	
 direction	
 and	
 ranging	
 
	
 
CARS:Coherent	
 anti-stokes	
 Raman	
 scattering	
 

OPOレーザーの応用例	
 



OPO	
 laserの使い方	
 
	
 
(1)除振台の下の電源投入(最後にキースイッチ)	
 
	
 
(2)壁際の冷却水バルブ２つを半開(45度)する．シーダーをSTBY→ONとし，動作mode
をDSBL→AUTOにする．	
 
	
 
(3)使用簿へ必要事項(使用日時，名前，目的，YAGレーザーコントローラに表示され
た総フラッシュ数)を記入する．	
 
	
 
(4)コントローラにてCharge→Fireを数回繰り返し，フラッシュランプのsimmerを点
灯させる．除振台下の電源パネルのsimmerというLEDの点灯を確認する．auto/
manualボタンでautoモードへ移行．	
 
	
 
(5)コントローラのprogramボタンで動作プログラム１(PGM1)を見つけてactivateボ
タンで選択し，startボタンで実行する（~10分程度）．	
 
	
 
(6)stopボタンでPGM1の動作を止め，programボタンで動作プログラム３(PGM3)を見
つけてactivateボタンで選択し，startボタンで実行する（~10分程度）．	
 
	
 
(7)コントローラのshutterボタンでshutterを開け，Q-switch	
 on/offボタンでQ-
switchを動作させる．正常であれば10Hzでの532nm光の点滅が確認できる．	
 



(8)YAGレーザーとOPO部との間のボックス内にパワーメータのヘッドを置き，355nm
パルス光の出力を確認する．除振台下右の電源パネル(CB)のdelay	
 adjustダイヤル
の値を最小(50μs)に，コントローラの４つの回転矢印ボタンを押して，最大出力
(~350mJ/pulse以上)になるよう調節する．	
 
	
 
(9)高速PINダイオードによりYAGレーザーの散乱光の時間波形をモニタし，滑らかな
ガウシアン似のパルス形状であることを確認する．	
 
	
 
(10)最大出力の355nm光をOPO部へ注入する．OPO光学系のズレ等が少なければ，OPO
制御パソコンのモニタ画面に表示されたsignal光の波長でOPO発振器部分が発振する．	
 
	
 
(11)OPO増幅部へも355nm光を注入すると，発振している光が増幅され，OPO部の出口
(FX-1の入り口)付近でグッと明るくなる．	
 
	
 
(12)OPO制御パソコンのモニタ画面でOPO発振器，OPO増幅部の(結晶角度の)調整を行
ない，最大出力を得る．倍波をとる必要がなければ，この段階で実験に使う．	
 
	
 
(13)OPO部の出力光の倍波を使用したい場合は，OPO制御パソコンのモニタ画面で
FX-1の波長変換部の(結晶角度の)調整を行なって紫外光を得てから実験に用いる．	
 
	
 
・出力の安定化と安全のために，全調整が終わったら，レーザー各部のカバーは閉
めること．（UCR内の気流は出力を不安定にする）	
 



本レーザーシステムの使用例	
 
	
 
(1)CF2ラジカルのレーザー誘起蛍光計測	
 
　　FX-1の紫外パルス光で励起　→　紫外蛍光を観察	
 
	
 
(2)CFラジカルのレーザー誘起蛍光計測	
 
　　FX-1の紫外パルス光で励起　→　紫外蛍光を観察	
 
	
 
(3)N2の振動ラマン散乱計測，純回転ラマン散乱計測	
 
　　YAGの532nmパルス光を照射　→　N2の振動準位，回転準位	
 
　　の影響を受けてシフトした散乱光スペクトルの観察	
 
　　（シーダーを使うことで532nmパルス光の線幅も非常に狭いため，532nm直近に	
 

　　　発生する純回転ラマンスペクトルも観測できた）	
 
	
 
(4)OHラジカルのレーザー誘起蛍光計測（実施中）	
 
　　FX-1の紫外パルス光で励起　→　紫外蛍光を観察	
 




